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 一般道道遠軽芭露線の『いわね大橋』は、１級河川湧別川に架かる橋長約３３６ｍの橋梁で

遠軽町市街中心部に位置していることから、地域住民に欠かせない重要な橋梁である。 

平成３０年７月４日に豪雨及び台風の影響により河川の水位が上昇し河床洗掘が進行したた

め、P７橋脚が沈下し橋面の変形が確認された。復旧においては、被災の拡大を防ぐ必要がある

ことから応急工事を実施し、本復旧は、橋脚の新設および既設桁を可能な限り再利用し上部製

作・架設等の工事を進め、令和２年７月１５日に供用開始した。 

地域の生活に直結した橋梁の被災にあたり、応急工事の対策や復旧工法について報告する。 
 

キーワード：災害復旧、自然災害  
 

１.  いわね大橋の概要 

 『いわね大橋』は、昭和５５年に供用を開始した１級

河川湧別川に架かる橋長３３６．６ｍ、車道幅員６．７

５ｍ＋歩道幅員２．２５ｍ（片歩道）の１０径間合成単

純鋼鈑桁橋である。遠軽町市街中心部に位置し、遠軽駅

や遠軽町役場があり商業地域である中心市街地と住宅地

を結ぶ地域住民に欠かせない重要な橋梁であることはも

とより、平常時・災害時を問わず安定的な輸送を確保す

る重要物流道路（代替補完路）および第１次緊急輸送道

路に指定されている。（図－１） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 位置図、橋梁一般図 
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２.  被災状況と対応 

（１）被災状況 

 平成３０年７月４日の午前８時４５分に一般住民から

警察への通報によりＰ７橋脚の沈下を確認し、午前８時

５５分に通行規制を実施した。 
 沈下したＰ７橋脚は、河川上流側で１．４７ｍ、下流

側で１．０ｍ沈下していることを確認した。（図－２） 
 通行規制実施後は、約２ｋｍの迂回が必要となり、

朝・夕の通勤・帰宅時に渋滞が発生し、住民の生活に大

きな影響を与えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真－１、写真－２ 被災時の状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図－２ Ｐ７橋脚沈下状況 

（２）被災後の対応 

 被災後は調査設計を実施するとともに、７月１９日に

応急工事に着手した。また、住民への影響を考慮し、早

急に復旧工程を検討した結果、復旧に２年を要すること

を確認し、７月末に関係機関に周知した。その後、１０

月下旬の災害査定を経て平成３１年１月に復旧工事に着

手した。 
 あわせて、橋面にワイヤーセンサーと橋脚に傾斜計を

設置し、橋梁に変動があった場合に登録されているメー

ルアドレスに通知が送信される『いわね大橋監視システ

ム』を整備し、監視体制を強化した。 
 
（３）被災メカニズム 

 被災メカニズムについては以下のとおりである。 
 平成３０年６月２６日から７月９日にかけて発生した

梅雨前線豪雨及び台風７号の影響により、『いわね大

橋』付近で湧別川の氾濫注意水位を上回り、高水敷程度

まで水位上昇。河床洗掘が発生し、７月４日午前８時４

０分頃『いわね大橋』Ｐ７橋脚が沈下した。 
① 洪水により『いわね大橋』上流の河床勾配変化点

において洗掘が発生 

② 洗掘が『いわね大橋』上流の右岸護床ブロックの

上流端付近まで上昇 

③ 中心流向の変化に加え、橋脚と流木溜まりにより

乱流が発生（図－３） 

④ 砂礫河床部が弱部となり、護床ブロックと砂礫河

床の境界部を中心に異常洗掘が発生（最大洗掘深

２ｍ程度）（図―４） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図－３ 被災メカニズム③ 

 
 
 
 
 
 

 
図―４ 被災メカニズム④ 
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３.  応急復旧工事 

 更なる河床洗掘による橋脚の沈下が懸念されることか

ら、被害拡大防止のため、上部工をベントにより保持し、 
Ｐ７橋脚再構築のため、Ｐ６橋脚からＰ８橋脚間の上部

工を撤去する。 
 鉄筋コンクリート床版は全解体とし、防護柵等の付属

品は破断・破損部を除き再利用する計画とした。桁につ

いても再利用するため、対傾構及び横構の高力ボルトを

外し、分割した主桁をクレーンにより撤去した。 
（図－５） 
・応急復旧工事費：２４７百万円 

・工期：平成３０年７月４月～平成３１年２月８日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－５ 応急復旧工事施工フロー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真－３ 応急復旧工事完成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

４.  本復旧工事 

（１）下部工復旧 

 Ｐ７橋脚は、河床低下により沈下変状しており「死に

体」であると判断した。再度災害防止の観点から、河床

の変動解析により洗掘深さ、地質調査により支持層を確

認し、底版の根入れ深を決定した。 

経済比較により基礎形式は直接基礎とし、仮桟橋及び

鋼矢板締切を用いて施工を行った。 

（図－６、図－７） 

・下部工復旧工事費：３６２百万円 

・工期：平成３１年１月３０日～令和２年１月２９日 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－６ 下部工復旧工事施工フロー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真－４ 下部工復旧工事施工状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

H.W.L=76.67（上流端）

1:300

1:2
.0

1:2.0

計画河床高:EL=71.90(下流端)

M F M F M F

9
5
00

4200 4200

9
50
0

700 支間長 32950 700 支間長 32950 700
（道路中心） （道路中心）

P-6

P-7

P-8

EL=58.870

9000

最深河床高 EL=66.805

20
0
0

2400

Ag層

Agv層

dvg層

H30B-2
GH=68.98m
dep=15.00m

Ｎ値

0 1020304050

41

28

50/13

41

49

50/21

31

25

34

43

50/20

43

48

50

0.65

4.80

9.80

15.00

礫混じり砂

砂礫

礫混じり火山灰

火山灰質砂礫

根固ブロック

根固ブロック

根固ブロック

1:1.3

1
9
8
0
0

工事延長 69400

工
事
起点

工
事終

点SP=245.650 SP
=3
15.

050

4200

9
5
0
0旧橋脚

新橋脚

図－７ 下部工復旧断面図 
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（２）上部工復旧 

 主桁は、局部的な変形・座屈以外に損傷が見られない

ことから、応力を解放した後に残留変形を確認し、製作

工場に運搬して補修・仮組を実施した。 
再利用の判断は「道路橋示方書」における部材精度及

び組立精度を満足する部材を再利用し、規定を満足しな

い部材は、工場で矯正及び補強、または部材取替を行い

再利用した。 
支承、防護柵については、破断・変形を確認し再利用

の可否を判断した。（図－８） 
・上部工復旧工事費：１４２百万円 
・工期：平成３１年４月２４日～令和２年８月３１日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－８ 上部工復旧工事施工フロー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真－５ 上部工復旧工事施工状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

写真－６ いわね大橋復旧工事完成 

５.  おわりに 

 本災害復旧事業について、再構築したＰ７橋脚は河床

の変動解析及び地質調査により底版の根入れ深を確保し

たことから、被災原因の除去及び再度災害防止の目的を

十分達成できたと考える。 

『いわね大橋』は約２年間の通行止めを実施し、各関

係機関のご協力と応急工事・復旧工事の施工会社の努力

により当初予定よりも１．５ヶ月早い、令和２年７月１

５日に復旧開通し、地域住民が本来の生活を取り戻すこ

とができた。 

本災害を受けて感じたことは、日常的な道路パトロー

ルでは橋梁の洗堀状況を把握することは難しいため、５

年に１度実施する橋梁点検において、前兆を適切に捉え

ることが重要であると考える。また、異常を確認した場

合には迅速に対策を講じることが災害防止に繋がると考

える。 

『いわね大橋』災害事業実施にあたり、ご協力頂いた

関係各位の方々に深く感謝致します。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真－７ いわね大橋開通式の様子 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真－８ いわね大橋復旧後の状況 
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